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発表時間 AL 論　文　題　目 発表順 論　文　題　目 発表順 論　文　題　目 発表順 論　文　題　目 発表順 論　文　題　目

A-1
大講義室の同時使用数が最小となるよう
な時間割の作成

高橋　誠貴
B-1

後志産の商品を対象とした組み合わせに
よる新たな商品価値

小林　真菜
C-1

現代の若者の購買・消費行動の特性をさ
ぐる



藤本 朱里
D-1

規制緩和による大衆薬市場成長 張　暁鳳
E-1

Twitterのつぶやきを用いた深層学習によ
る応答生成の性能評価

針生　惟希

A-2 トービンのq理論を用いたリース設備投資
関数の実証分析

水戸部　伸
伍

B-2 旭川家具産業集積における新規創業発生
のメカニズムとその意義

大野　沙姫
C-2

カラーブロックを用いた高校生の進路及び
まちづくりに関する意識調査

小形　雄輝 D-2 観光地のまちづくり－小樽にリアルプレイ
スは存在するのか－

鈴木　玲香 E-2 日本のジーンズ文化 水野　友貴

A-3
製品ライフサイクル論の再考～電子書籍
利用者を通じて～

佐藤　真理
香 B-3

電車内の譲り合い行動を誘発する座席運
用方法の検討

峰尾　真人
C-3

ユーザー起動法を用いた製品開発におけ
る匿名性に関する考察

坪井　翔太郎
D-3

資源創出理論に基づく未利用資源の認知のメカニズ
ム―ラッキーピエログループと星野リゾートグループ
の比較事例分析―

須藤　佑季
E-3

ビットコインの先物市場の存在意義 伊早坂　弘

A-4

外食産業におけるチェーンシステム―丸
千代山岡家の事例分析―

上野　駿太

B-4

個人的な縁由によってもたらされる地域へ
の選好が購買行動に及ぼす影響について

中田　康子

C-4

新しいディズニー消費―制服を着る若者
達―

渡辺　麻衣

D-4

地域企業における戦略的地域性とドメイン・コンセン
サスの関係メカニズム―ラッキーピエログループと函
館地域のシンクロニゼーション―

野土　千尋

E-4

小樽に訪れる中国、台湾自由旅行者の計画性と満足
度の調査

賈　延鵬

15:20～15:25
（5分間） 休　　憩 休　　憩 休　　憩 休　　憩 休　　憩

A-5
ブランドの価値とプロモーションの関連
性ー日本コカコーラを事例としてー

新國　涼介
B-5

小売業界の競争地位別戦略に関する考察
―CVS業界を手がかりに―


柳野　康平
C-5

若者における恋愛と消費行動の関連性に
ついて

館　瑞希
D-5

営業管理者と営業担当者の管理様式選択問題 白橋　卓也
E-5

スポーツ観戦の満足度におけるコミュニケーションの
影響について

佐藤　愛

A-6
競争意識が生まれづらい環境における地
方大学生の意識の要因分析

堀江　知未
B-6

観光行動の特性を考慮した域内消費エネ
ルギーの推定

嶋田　彩花

C-6
M&Aを利用した企業再生―日本電産の事
例分析―

田邊　えり
D-6

求人詐欺の定義とその実態ー判例を通じた類
型分析ー

青木　龍之介
E-6

アシックス近年の戦略改革の成功を見て、国内
スポーツ用品業界の動向とその問題を探求し
たい

ホウ　ライ

A-7 若年層を対象としたスマートフォン広告に
おける効果的な見出し

浅賀　七海 B-7 ブランドの共同管理～北海道の地域ブラン
ドを例に～

下田　千晶
C-7

インバウンドの拡大と星野リゾートにおけ
る旅館事業の展開

松浦　秀倫 D-7 クラウドファンディングの活用によるリノ
ベーション手法の検証

斉藤　健吾 E-7
ファミリービジネスの企業家継承と物語志向
性ー日清食品グループの事例分析ー

神谷　澪奈

A-8
ビルディングパズルの自動生成
 田中　良弥

B-8
化粧品流通のオムニ化―セブン＆アイグルー
プのオムニ化の事例―


岩本　詩歩
C-8

現代社会におけるオフィス空間 松本　健斗
D-8

イメージキャラクターに対する消費者意識
の変化―化粧品業界に着目して―

伊東　茉南
E-8

企業理念と企業再生の関連性 太田　健斗

16:05～16:10
（5分間） 休　　憩 休　　憩 休　　憩 休　　憩 休　　憩

A-9

日常生活でダイエット！

～歩行方法が消費カロリーに与える影響～


徳永　和真

B-9

場の論理のグループワークへの応用 久保田　真清

C-9

クロスワードパズル生成問題の新しい定
式化

佐藤　潤一

D-9

北海道日本ハムファイターズにおけるベースボール
パーク構想の新展開ー地域オープン･イノベーションと
企業家活動の観点からー


千葉　大輝

E-9

ロイヤルティ・プログラムの規定因に関する業態間で
の比較事例分析-映画興行業界を対象に-

車田　智

A-10

インターネットゲームにおける性別認識の
条件に関する研究

村上　浩太

B-10

100年企業の成長の軌跡　三井住友海上
火災保険の事例から

長谷川　拓実

C-10

歪んだ鏡像―Truman Capote, Other Voices,
Other Roomsにおける鏡のモチーフと分身の技
法―




高井　凌

D-10

自然発生的な商業施設に対し消費者が与
える影響について～原宿地域に着目して
～

中川　あずさ

E-10

RESASを用いた地域経済分析～岩内町を
事例として～


柏木　将伎

E-11
中古市場における在庫確保のプロモーション 福本　光明

（16時30分終了） （16時30分終了） （16時30分終了） （16時30分終了） （16時40分終了）

著者（代表） 著者（代表） 著者（代表） 著者（代表）

平成28年度　学生論文賞　第1次審査タイムテーブル（確定版）

著者（代表）

学生論文賞の第1次審査（口頭発表による審査）は11月１６日（水）です。

14：40～15：20

（40分間）

15：25～16：05

（40分間）

16：10～16：40

（30分間）

開会式（171AL教室）　　開会挨拶：山田久就学生論文賞実施委員会委員長、　注意事項の説明：実施委員会（事務局）

天野先生、劉先生、船津先生、
金先生、三谷先生、猪口先生

江頭先生、瀬戸先生、佐々木(香)先生、
羽村先生、嘉瀬先生

辻先生、和田(良)先生、中津川先生、
出川先生、手島先生

南先生、西村先生、玉井先生、
サーマン先生、市原先生

Ｂ会場（172AL教室）
司会：原口先生

中浜先生、中村(史)先生、林松国先生、
高野(寿)先生、岡部先生

審査員

Ａ会場（171AL教室）
司会：山田先生

Ｃ会場（174AL教室）
司会：堺先生

Ｄ会場（274AL教室）
司会：大津先生

Ｅ会場（370CL教室）
司会：上山先生


